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J-CLIL Presentation

If CLIL is successful within the
school, then the rest of the staff
should be made aware of why it
has become successful. Besides,
they may already be asking: ‘Can
we have some of that?’

RSTU
VCLILW$XYZ[\]^_`

Feeding L1 teaching
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聖書CLIL
横浜⼥学院中学⾼等学校

聖書科 柴⽥主悦
Shibata Chikara



①実践に
どう関わったか

コンセプト決め

聖書解釈

まとめの説教



コンセプト

• 聖書の価値観を知る
• ⾃分の考え⽅に気づく
• 他⼈の考え⽅を知る
• よりよい⽣の実現を⽬指す

• 普段の聖書の授業＋より活発なコミュニケーション



聖書解釈

• テキスト全体＆細部の解釈と解説
• それを基に教材作成



まとめの説教

• 疑問に答えながら
• ⽣徒の⾔葉を使いながら



②実践後⾃分の授
業（あるいは授業
に対する考え⽅）
がどう変わったか

コンセプトを
意識

⽣徒の⾔葉へ
の注⽬



コンセプトを意識

• 授業の軸
• カリキュラム、指導内容は学校独⾃
• テーマ、問い、表現…の⼀体化



⽣徒の⾔葉への注⽬

○実践を通しての気づき
• 本質を捉えている⽣徒がいる
• ⽣徒同⼠は影響を受けやすい



指⽰の出し⽅

• 「ペアで話しましょう」
• →書いてから話す

• 「感想を書きましょう」
• →○字以上で感想を書きましょう

• 「考えた事を書きましょう」
• →知識や経験と繋がったことを書きましょう
• →これからの⽣活とどう結びつけられるか考えましょう



表現⽅法の⼯夫

• 話す、書く
• 演じる、描く・・・



①実践に
どう関わったか

コンセプト決め

聖書解釈

まとめの説教



②実践後⾃分の授
業（あるいは授業
に対する考え⽅）
がどう変わったか

コンセプトを
意識

⽣徒の⾔葉へ
の注⽬



ご静聴ありがとうございまし
た。

横浜⼥学院聖書科 柴⽥主悦
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美術鑑賞CLIL
横浜⼥学院 美術科 深川貴⼦



１）授業のねらい

２）実践にどう関わったか

３）良かった点・反省点

４）実践後自分の授業
（授業に関する考え方）
がどう変わったか



１）授業のねらい

• 授業時間の確保

• 語学の先生との連携

• オンラインを生かす



気づき・発⾒
知識として定着

⾔語化

★作品は作者の手を離れたら、見る人がどう見ようと自由である。
同じ絵を見ても、見方はそれぞれで、どちらもまちがっていない。

鑑賞は言語活動 ★語学科の先生との共同授業
大歓迎！！



２）実践にどう関わったか

①鑑賞の⽬的と授業の流れの共有

②絵画の選定

③鑑賞例の作成

④作者・作品の⽣まれた時代や背景の「情報」提供



新学習指導要領の美術科の教科の⽬標
• 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、
生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を育成する
こと。

＜A表現・B鑑賞の2つの領域＞
B 鑑賞（思考⼒・判断⼒・表現⼒）

①鑑賞の⽬的と授業の流れの共有

・美術作品などの見方や感じ方を（広げる）深める活動
・生活や社会の中の美術の働や美術文化についての見方や
感じ方を（広げる）深める活動



美術作品の見方や感じ方を（広げる）深める

・作品をよく見る、感じる。→ 作品・作者について知る
どう見たらいいのか見方のアドバイス（鑑賞例の作成）

・見たり感じたりしたことを言葉にして自分のものにする。

・発表して他者との共有する。

・自分としての意味や価値を創造する。
4つのタスクを準備（物語制作・調べ学習・絵画作品制作・さらに鑑賞）

鑑賞の目標

授業ながれ



シャガール

「エッフェル塔の新郎新婦」
「私と村」

・美術の教科書に載っている有名な作品

・知ってほしい作家・作品である

・登場人物が多く言葉にする要素が多い

・楽しい雰囲気で、多くの人が好きそう。

・授業では扱わない。

②絵画の選定



＜参考例＞

• 太陽がさんさんと照らす、良く晴れた日、エッフェ
ル塔の近くで結婚式を挙げた新郎と新婦。

• 鶏に横たわって宙に浮いている。うれしくて地に
足がついていない気分、特に新郎は新婦のこと
が大好きで宙に浮いた心地なんでしょう。

• バイオリン奏者は小さくなって、木から逆さまに顔
を出した燭台を持った天使とおしゃべりをしなが
らバイオリンを演奏している。ちょっと演奏をさ
ぼっても、新郎と新婦には聞こえないんでしょう。

• ヤギもセロを弾いて祝福しようとしているね。
• その上にいるのは郵便屋さん？二人はそれまで
離れたところに住んでいて、いつも文通をしてい
たんだ。

• 左の鶏のしっぽの辺りには、花で飾られた屋根
の下でカメラマン２人に記念撮影をされている２
人が、時間をさかのぼって描かれている。

• 天使は花輪を持って天に昇っている。

作品をよく見る、感じる → どう見ればいいかのアドバイス

• 主要人物は
• 他に描かれているものは
• 場所や時間は
• 配色はどんな印象
• 主要人物の心情は？
などなど

｢エッフェル塔の新郎新婦」

③鑑賞例の作成



マルク・シャガール

・ロシアで生まれ、ロシアで育つ。ユダヤ人である。
・大人になってからパリで生活。当時流行っていたキュビズムの影響を受ける。
・第2次世界大戦がはじまり、ナチスによるユダヤ人迫害を逃れるため、アメリカに逃亡。
・恋人（のちに妻になる）ベラを熱愛していて、2人の幸せな姿を描いた絵が多くある。
・幼少期にヤギを飼っていた。

④作者・作品の⽣まれた時代や背景の「情報」提供



３）良かった点
• 鑑賞をした作家・作品をよく見て理解した。
• 作品を自分のものとして意味や価値をつくり出すことができた。
• 鑑賞を楽しめた。（生徒も教員も）
• オンラインでの鑑賞の良さを知った。
・各自作品をじっくり見られる

・鑑賞する作品を教員が準備しやすい



３）反省点
（もう少しこうできたかも？）

• キュビズムについての説明をしたかった。
• 最後のまとめに参加したかった。
・英語力のなさ。
・コロナ禍での自分の授業で手一杯だった。

• 作者・作品の情報をもう少し生徒に与えて、作者の
表したかったことはどんなことだったのか考えさせ
てもよかった。



４）実践後
自分の授業がどう変わったか

• 絵に関する知識を教える時間を多くとっていたが、見て
読み取る時間を多く持つようになった。

• 発問がより具体的に細かくなった。
• 言葉の拾い方が柔軟になった。
• パソコンを使っての鑑賞の良さを知った。



１）授業のねらい
• 授業時間の確保

• 語学の先生との連携

• オンラインを生かす



ご清聴ありがとうございました。

横浜女学院
美術科 深川貴子
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地理CLIL
横浜⼥学院中学校・⾼等学校

社会科
鈴⽊ 俊典



①地理CLILに
どのように関わったか

コンセプト決め

指導マテリアルの作成

成果物の評価



①社会科（地理分野）の知識の獲得をし、

②テーマを⾃分事として捉え、

③新たな価値や⾏動変容、物事の繋がりから⼀段深い思考へ

コンセプト決め



地理CLILのコンセプト

背景
・中学⼊試でやったこと、⼤学⼊試でやり直すこと

▶単なる知識の確認ではもったいない中学社会

・「教授中⼼の知識伝達型」への疑問
▶⽣徒の中での「知識の創造」「知識の広がり」



授業内容
1. 語彙学習、英語で意⾒を⾔う練習
2. 「アグリビジネス企業の良い点」と「弊害」のジグソー法
3. 「⽇本の⾷料⾃給率のグラフ」のジグソー法
4. 宿題指⽰
A「ある⽇の⾷事について写真付きで紹介し、もし輸⼊製品がな
かったらその⾷事がどうなるか説明してください」

B「あまり知られていない⽇本の特産を調べ、グローバルアグリ
ビジネス企業に影響を受けそうか考察する」

C「⾷糧⾃給率をあげるために政府は何をすべきか」
D「⾷糧⾃給率向上のためのアクションプラン」



①社会科（地理分野）の知識の獲得をし、

②テーマを⾃分事として捉え、

③新たな価値や⾏動変容、物事の繋がりから⼀段深い思考へ

コンセプト決め

「アグリビジネス企業の良い
点」と「弊害」のジグソー法

地球市⺠的な価値判断
に基づいた⾏動をとる

「⽇本の⾷料⾃給率のグラ
フ」のジグソー法

「ある⽇の⾷事について写真付きで紹介し、もし輸⼊製品
がなかったらその⾷事がどうなるか説明してください」

「あまり知ら
れていない⽇
本の特産を調
べ、グローバ
ルアグリビジ
ネス企業に影
響を受けそう
か考察する」

「⾷糧⾃給率をあげるために政府は何をすべきか」
「⾷糧⾃給率向上のためのアクションプラン」



指導マテリアルの作成

1. 語彙学習、英語で意⾒を⾔う練習
2. 「アグリビジネス企業の良い点」と「弊害」のジグソー法
3. 「⽇本の⾷料⾃給率のグラフ」のジグソー法
4. 宿題指⽰
A「ある⽇の⾷事について写真付きで紹介し、もし輸⼊製品がな
かったらその⾷事がどうなるか説明してください」

B「あまり知られていない⽇本の特産を調べ、グローバルアグリ
ビジネス企業に影響を受けそうか考察する」

C「⾷糧⾃給率をあげるために政府は何をすべきか」
D「⾷糧⾃給率向上のためのアクションプラン」



指導マテリアルの作成

「アグリビジネス企業の良い点」と
「弊害」のジグソー法

▶「〜の良い点」３本、「〜の弊害」
３本のリード⽂の作成
▶ネタの提供、それを基に教材作成
（⽩井）、すり合わせ



成果物の評価

1. 語彙学習、英語で意⾒を⾔う練習
2. 「アグリビジネス企業の良い点」と「弊害」のジグソー法
3. 「⽇本の⾷料⾃給率のグラフ」のジグソー法
4. 宿題指⽰
A「ある⽇の⾷事について写真付きで紹介し、もし輸⼊製品がな
かったらその⾷事がどうなるか説明してください」

B「あまり知られていない⽇本の特産を調べ、グローバルアグリ
ビジネス企業に影響を受けそうか考察する」

C「⾷糧⾃給率をあげるために政府は何をすべきか」
D「⾷糧⾃給率向上のためのアクションプラン」



成果物Dに対する評価

「⾷糧⾃給率向上のためのアクションプラン」

＊地理的な⾒⽅・考え⽅
▶位置や分布、場所、⼈間と⾃然環境との相互依
存関係、空間的相互依存作⽤、地域などの視点



成果物Dに対する評価

「⾷糧⾃給率向上のためのアクションプラン」

※地理的観点…先ほどの５つの視点

Japanʼs agriculture cannot make up for the amount of foods imported
from other countries and when Japan imports food from other countries,
they use airplanes or ships. Then the gas emitted by these are polluting
the environment.

And I planned to buy more local or Japanese foods and eat more
Japanese dishes.

▶「フードマイレージ」「地産地消」の考え⽅
▶「空間的相互依存作⽤」、「地域」の視点



良かった点

①リード⽂や資料をジグソー法で考察したため、
他者の発表を通し、多くの知識や視点を獲得できた

②⽣活に⾝近な課題を設けることで、実⽣活との繋がり
を意識できた（地理的知識が「⾃分事」という感覚）

③英語を介することで、⽇本語の定義がしっかり⾏えた
（関係などをイメージ化しやすい）

ex）◯「…to raise the food self-sufficiency rate.」
×「⾷料⾃給率のために…」



②実践後、⾃分の授業がどう変化したか
（あるいは授業に対する考え⽅がどう変わったか）

・コンセプトへの意識

・教えすぎていた

・タスクの組み⽅

・評価のあり⽅

・新たな取り組み



教えすぎていた＝知識偏重

▶協働による学び・思考を掘り下げること・価値の創出の
視点の軽視

▶ジグソー法による学び、動画による⾃学などにより、知
識の獲得が可能

教えすぎていた



成果物Cに対する評価

「⾷糧⾃給率をあげるために政府は何をすべきか」
Before the world war, Japanese usually had rice for their own meal. After
that people started to eat things made from wheat. For example
students often eat more bread than rice after the world war.

▶リード⽂に引っ張られている

思考の枠を狭めないようなリード⽂の内容
および使い⽅が必要

タスクの組み⽅



ルーブリックの活⽤

▶ルーブリックを事前に⽰し、陥りやすい現象を事前に⽰す
ex「リード⽂以外の内容で…」など

▶こうあって欲しいという姿を提⽰
ex「発表の聞き⼿側の項⽬も設定」など

評価のあり⽅



成果物Aに対する評価

「ある⽇の⾷事について写真付きで紹介し、もし輸⼊製品がなかった
らその⾷事がどうなるか説明してください」

But the salmon changed the impression of the salad because it was red
and the salad looked nice because of the red. So I think imported food is
important.

But I want to eat fruits for breakfast, so I am happy because there are
many imported foods in Japan.

Without imported food products, I couldnʼt eat taco-rice

▶輸⼊品との繋がりは感じられた⼀⽅で「⾷料安全保障」の視点ま
で深めたい（地理としての評価はおこなっていない）



新たな取り組み

タスク１
貿易ゲーム

タスク２
貿易ゲームでの
質問づくり

タスク３
調べ学習

最終
プロジェクト
・調べ学習
・成果報告

知識 思考
価値 協働

貿易ゲーム（中1社会）

知識

価値 協働

知識 思考
価値

知識 思考
価値

タスク１
地⽅の現状を
知る（ジグソー）

タスク２
地⽅創⽣プランを
考案

タスク３
調べ学習

最終
プロジェクト
・調べ学習
・成果報告

知識 思考
価値 協働

地⽅創⽣（中1社会）

知識

価値 協働

知識 思考
価値

知識 思考
価値



①地理CLILに
どのように関わったか

コンセプト決め

指導マテリアルの作成

成果物の評価



②実践後、⾃分の授業がどう変化したか
（あるいは授業に対する考え⽅がどう変わったか）

・コンセプトへの意識

・教えすぎていた

・タスクの組み⽅

・評価のあり⽅

・新たな取り組み



ご静聴
ありがとうございました
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ESD CLIL
横浜⼥学院中学校⾼等学校
塚本貴博（理科）



どのように関わったか

・教材作りの際に教科の視点から助⾔

・授業者および学習者の１⼈として参加
１年⽬：中学３年⽣

（⽣物多様性、多⽂化共⽣）
２年⽬：⾼校２年⽣

（エネルギー、世界平和）
３年⽬：⾼校１年⽣

（エネルギー）





実践を経て
・社会課題をベースにおいての授業に具体的なイメージ

を持つことが出来た。

・「協働」に対しての認識が変わった。

・⾃らも学び続けることの必要性を改めて実感した。



Soft
CLIL

4Cs-based
L1 teaching

Whole-school
approach

Future of YJG

Hard
CLIL

6789:;



Thank you!!
t.shirai@yjg.ed.jp

mailto:t.shirai@yjg.ed.jp

